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中項目 小項目 目標及び具体的な評価項目 取組と成果 評価 総合評価 評価の理由 課題及び改善

①教育目標の設定
園の教育理念や教育方針
を理解し共有できたか。

「遊びこそ学び」を基本理念とし、
「心と体」の成長を促す教育を0歳
から5歳まで実施し、それぞれの
年齢に合った保育を展開した。

A

日々の園生活を通して、一人
ひとりの育ちが認められるよう
職員が一丸となって日々の保
育に取り組んだ。

園児が学年を超えて仲良く遊ぶ
姿がみられる。園での生活につい
てもQRコードを使った配信を行
い、保護者に園での様子を伝え
ている。

②教育計画の作成
園の方針を教育計画や保
育に活かし、遊びの環境を
充実させる。

園庭の環境は、子どもたちの活動
に応じて継続的に調整している。
腐葉土や燻炭、畑の土を取り入
れて、柔らかい土壌を作り上げ
た。講師の指導のもと、環境の整
備を行っている。

B

園児が遊びやすい環境・遊具
になるよう講師の指導を受けて
いる。教員それぞれがアイデア
を出し、よりよい環境になるよう
努めている。

園庭の土壌は、時間の経過や子
ども供の遊びにより劣化が進む。
そこで、専門家を含むプロジェクト
チームを結成した。彼らの助言を
もとに、環境の整備を進めていき
たい。

③教育要領に基づ
いた教育課程の編
成

一人ひとりの発達特性を踏
まえ、園生活全体を見通し
たねらいと内容を作成でき
たか。

「わんぱくの森」での活動を基盤
に、各学年の発達段階に応じた
取り組みを推進し、教育要領に
則った指導計画を策定した。

A

職員間の話し合いを通して園
児を把握し、発達段階に応じた
個々の教育指導計画の作成に
取り組んだ。

園児の発達を理解するために、き
め細やかな取り組みを実施するこ
とが重要である。日々、園児が積
極的に活動できる環境を整えて
いきたい。

④教育活動の評価

園での幼児の姿を共有し、
教職員が、園児の体力向
上を目指した教育活動を
行ったか。

園児の年齢ごとの特性を把握し、
園児の活動を評価する。職員の
指導によって活動範囲が広がっ
た。

A
クラスや学年の教育活動の中
で園児がのびのびと活動を行
うことができた。

園児の実態を踏まえた取り組み
について議論を重ねてきた。園児
を見つめた取り組みを継続してい
きたい。

①基本的な生活
指導

一人ひとりが自分の体を守
るための生活習慣が身に
つくように指導する。

園児が快適に生活できるように努
めた。また、家庭との連携を強化
し、保護者に園の様子を詳細に
伝えることで信頼関係の構築に
取り組んだ。

A

園児が日々の生活を意識でき
る実践を行った。写真付きのた
よりを配信することで、個人やク
ラスの様子を保護者に伝えるこ
とができた。

園全体で子どもの実態を踏まえ
た取り組みについて議論を重ね
てきた。今後も園児中心の取り組
みを実践していきたい。

②環境を通して
行う活動の充実

見通しを持って環境改善を
行い年齢に応じた活動を
展開することができたか。

新しい遊具を作成し子どもたちの
遊び環境を整備した。興味や関
心を高めることで、活発な活動が
できるように工夫した。

A

1人ひとりが遊びこめる環境を
整え、興味・関心を持って主体
的に活動できる環境づくりを心
がけた。

クラスや学年、年齢に応じた取り
組みを展開している。活動が活発
に広がる環境を整えていきたい。
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教育目標
１．健康で　元気に　満ちた　子どもに育てる。
２．感受性や　創造性の　豊かな　子どもに育てる。
３．ひとり立ちができ　誰とでも仲良く遊べる　子どもに育てる。
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③個や発達段階
に応じた指導

一人ひとりの実態や内面を
理解し、個に応じた指導を
展開する。

複数の職員が園児を詳細に観察
することにより、個々のニーズに
応じた指導方法をさぐることが可
能となった。

A

個々の成長や発達に応じた指
導のあり方を考えた。計画を実
践に移すことで成長が感じられ
ようになった。

教職員が子どもの発達段階を理
解することで、一貫した指導が行
えるように研修し、共通理解を深
めたい。

④遊びを通しての
総合的な指導

幼児が主体的に活動し、充
実感を味わうような指導を
行うことができたか。

子どもたちの興味や関心を理解
し、彼らが自発的に考えた遊びを
実践することができた。

B

自由保育と設定保育のバラン
スを考えながら、一日の中で体
を動かして遊びこむ時間を大
切にした。

自ら遊びが創造できるよう、取り組
みたい。また、教員が各個人の様
子が把握できるよう話し合いを進
めたい。

⑤園行事 園児主体の行事運営がで
きたか。

保護者出席のお誕生日会やコー
ラス部さんの園での活動を実施し
た。保育参観や音楽会、卒園式
も家庭の出席人数を増やして行う
ことができた。

A
保護者出席の行事を増やすこ
とで積極的に園の様子を発信
するよう努めた。

保護者の理解を深めるために、
園の行事を工夫し、より開かれた
幼稚園を目指していきたい。

⑥体力作りを
目指す取り組み

健康元気給食の実施により
健康な体作りを目指すとと
もに、子どもが夢中になる
遊びを展開する。

毎週の体育あそびを通じて、日常
の遊びも活発に動く様子がうかが
える。また、健康元気給食の導入
により、玄米や納豆をよく噛んで
食べるようになった。

A

食事によって健康な体作りを目
指すとともに日頃の遊びを見直
した。子ども達が積極的に体を
動かす姿が見られた。

　今後も講師による研修を行い、
知識を深め、職員のスキル向上
に努めていきたい。給食では、よ
く噛み、残さず食べる習慣を維持
していきたい。

⑦地域での教育
活動の充実

地域とのつながりを保育に
活かすことができたか。

葛城市の幼稚園・小学校との交
流を2回に分けて行い、絵本の読
み聞かせや鬼ごっこ等遊びを楽
しんだ。
みどりの幼稚園では奈良文化高
等学校に出かけ自然を楽しん

A

地域の幼稚園との交流する機
会を持つことにより理解が深ま
り、進学に向けて小学校を知る
よい機会となった。

葛城市内の幼稚園・小学校との
交流を促進し、園外学習を通じて
地域との関わりを深める機会をさ
らに増やしていきたい。

⑧夢中になって遊
び込み、意欲の育
つ遊びの充実

夢中になれる遊び環境を
設定
し、自由に選択する機会を
充実できたか。

遊びの動線を見つめ、遊びの環
境を整備することができた。園庭
の土壌改良を実施し、園児の自
由遊びの質を向上を目指した。

A

玩具の数を増やし、置き場所を
工夫した。園庭の土の改良に
よりふかふかの園庭を目指し
た。園庭はけがを防ぐ状態に
近づいた。

子どもたちが自然環境の中で活
発に活動できるよう、園庭の土の
配合を検討し、土壌改良をしてい
きたい。

⑨絵本やおはなし
に親しむ取り組み

絵本の読み聞かせを１日１
回
することで子ども達が落ち
着いて話を聞くことができる
機会がつくれたか。

保育時間に絵本に触れる機会を
設けることにより、子どもたちの絵
本への関心が高まった。毎日1冊
以上の読み聞かせにより、絵本の
魅力が伝わり貸し出し数が増加し
た。

A

読書カードに読んだ本を記入
することで、自分の頑張りが見
え、意欲を育てることができた。
ポプラの部屋（絵本の部屋）を
作ることで園児の読書環境がよ
くなった。

ポプラの部屋へ行く園児が増え、
読書量が増えた。保護者による絵
本の修復により、園児が好む本が
再び蘇った。今後も、より質の高
い絵本を増やしていきたい。

⑩特別支援体制の
充実

支援が必要な子どもについ
ての実態や課題について
教職員の間で理解できる
体制づくりができたか。

臨床心理士による行動観察とカン
ファレンスを実施し、支援の方法
を考えた。療育担当者と連携を図
り、園児に適した支援が提供でき
るよう努めた。

A

配慮が必要な園児の実態を職
員が把握できた。情報交換を
密にし、その子に合った配慮を
行うよう努力した。

全職員が配慮に関する話し合い
を行った支援を必要とする園児の
数が増加しているため、今後も園
児理解が必要である。
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大
項
目

中項目 小項目 目標及び具体的な評価項目 取組と成果 評価 総合評価 評価の理由 課題及び改善

①組織の一員と
しての在り方

目標を共有し、チームとし
て連携を効果的に行い、成
果をあげる。

認定こども園として園児の保育時
間が増加した。役割を分担し全員
が意欲をもって活動することがで
きた。

B

全職員がきめ細やかに保育に
取り組むことができた。行事を
進めるにあたってそれぞれが
自分の役割を理解し手際よく
行動することができた。

職員の増加に伴い、相互のコミュ
ニケーションが必要となった。今
後も、各園児に対して目を向けな
がら保育を進めていきたい。

②幼稚園経営
目標・方針

経営目標、実態、数値目標
について、職員が共通認
識ができ、募集活動を積極
的に行う。

コロナ後の少子化に伴い募集が
難しくなっている。入園希望者が
増えるようきめ細やかな保育・中
身の濃い取り組みを進めている。

A

全職員が園の経営目標をもと
に保育を実践している。保護者
の満足度を上げるため、アン
ケート等を実施し保護者の希
望に沿った保育を実践してい
る。

認定こども園となり、園児の在園
時間が延長された。園内での長
時間保育に向けて、より一層きめ
細やかな保育を目指していきた
い。

③教職員の適正配
置と職員の運営へ
の協力意識

園長や主任に報告・連絡・
相談をきめ細やかに伝達
し、協力体制を構築してい
るか。

クラス担任と職員が協力し、報告・
連絡・相談を密にしながら保育に
取り組んでいる。お互い業務に対
して深い意識を持って取り組むこ
とができた。

A

職員同士が連携を深め、同じ
歩調で保育を進めることができ
た。担任以外であってもクラス
の状況を把握し無理なく保育
ができた。

職員会議での話し合いを通じて、
職員同士が共通理解を深め、情
報の共有を意識した保育を実践
していきたい。

④園務分掌等の
　連携

園務分掌や各委員会の担
当が必要に応じて話し合い
の時間をとることで効率よく
園運営を進めているか。

園の構成人数が増えた。人によっ
ては初めて経験する内容もあった
が、全員が協力して精一杯取り組
んだ。

A

園務分掌の内容を把握し、ス
ムーズに処理することができ
た。毎日の保育に対して教材
研究や事前準備を十分に行っ
た。

教職員全体が同じ対応ができるよ
う、研修を進めることが重要であ
る。不十分なところは、協力し合
い、補完する体制を整えていきた
い。

⑤会議の運営と
　位置づけ

きめ細やかな保育を実践
するため、職員会議の回数
が多くなっているが、短時
間による効率の良い会議を
行っているか。

職員会議の時間を短縮するため
に、今年も事前に協議の内容を
通知した。会議終了後には、全員
が内容を把握できるように会議録
をメールで配信し共通理解を図っ
た。

B

職員会議で意見交流が活発に
なった。職員の負担軽減のた
めにメールによる議事録の確
認を行った。

協議内容によっては会議の時間
がのびることもあったが、各自が
時間短縮に努めるようにした。全
員が会議内容を把握し取り組ん
でいきたい。

⑥職場の人間関係
職員数が増えた、学年間・
職員間でのコミュニケーショ
ンが図れているか。

研修の時間や放課後のわずかな
の時間に園児の様子について情
報交換を行うことができた。

A

職員間で保育の楽しさを語りあ
うことができた。一人ひとりが、
多くの視点から園児を見つめる
ことができた。

お互いが活発な意見交換が行え
る職場を目指して、取り組みを進
めている。経験年数に関係なく園
児の様子を語ることができた。
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項目ごとの評価（中・小項目とも）４段階評価    Ａ：極めて達成度が高い　　Ｂ：概ね達成できている　　Ｃ：課題を残している　　Ｄ：課題が多く速やかな改善が必要
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目

中項目 小項目 目標及び具体的な評価項目 取組と成果 評価 総合評価 評価の理由 課題及び改善

①園内研修
ECEQの研修をキャリアに
応じて、取り入れ研修を深
める。

全日本私立幼稚園幼児教育研
究機構が開発した公開保育を活
用した幼児教育の質向上システ
ム(ECEQ)を研修に取り入れ、自
園の良さと課題を職員自らが公開
保育を通して把握することができ
た。

A

ECEQ公開保育や事前・事後
研修時に参加者や講師先生か
らいただいた示唆を自分たち
のものにしてきた。

ECEQの研修を通して学んだこと
が日々の保育の自信につながっ
ている。今後も研修を深め、充実
した保育を目指していきたい。

②園外の研修への
参加

今日的課題に関する研修
や研究に関心を寄せ、積
極的に学習の機会をもつ。

富山市の西田地方保育園の視察
を通して自然体験を通した取り組
みを学ぶと共に、遊具作成のノウ
ハウを伝授していただくことができ
た。

A

園庭を改良することで園児の
遊びに広がりがみられた。自園
の課題を知ることで教育の質の
向上が図れた。

園児が遊具で遊ぶ姿からさらに
遊びを広げていきたい。園外視
察を通じて園児の遊びを考え職
員の力量向上を目指していきた
い。

③研修成果の浸透
個々の研修成果を職員間
で共有し、園全体の教育力
の向上を図る。

研修での内容をキャリアに関係な
く保育に活かすことができるよう伝
達を行い、日々の保育に活かす
ことができた。

A
研修で学んだ内容から保育を
見つめなおす機会を持つこと
ができた。

研修を通じて明らかになった問題
点を共有し、さらに話し合いを重
ねることで今後の活動に活かして
いきたい。

①安全計画の立案
保育課程・教育課程ともに
危機を想定し、避難訓練な
どを実施する。

危機管理マニュアルの徹底、園
生活が安全に送れるように訓練を
行った。消防署など公的機関に
協力を求め安全管理に努めた。

A

本年度も事前に打ち合わせを
行い訓練を実施することで、細
部に目を凝らした細やかな訓
練が実施できた。

教職員が各自の役割を把握し、
子どもたちの安全管理を徹底す
る訓練を行いたい。

②安全指導実施
状況と改善策

教職員、園児を対象に、安
全指導を行い、確認・改善
に努めている。

それぞれの訓練を通じて、火災、
地震、不審者への対応等、色々
な状況を想定した演習を行い安
全に努めた。

B

状況に応じたいろいろな訓練
を実施することで安全指導に
ついて改善を図ることができ
た。

避難訓練だけでなく、園児引き渡
しカードを使った園児の引き渡し
訓練なども今後計画していきた
い。

③危機管理
マニュアル

園作成の危機管理マニュ
アルに基づき、自園の防災
計画について把握する。

危機管理マニュアル及び園の防
災計画について研修・訓練を行
い、教職員の役割分担を徹底す
ることで緊急の対応ができるように
した。

A

教職員それぞれの行動をシュ
ミレーションすることで不十分な
ところを知るきっかけとなった。
さらに良い対応がとれるように
研修を行いたい。

どのような状況であっても、どの教
職員も同じ対応がとれるよう十分
に話し合い、危機対応を進めて
いきたい。

④関係諸機関との
連携

警察・消防署・市役所・近
隣の幼稚園・小学校と連携
を図る。

警察や消防署・火災報知器業者
と一緒に安全確認を行うことで連
携を深めることができた。
市内の幼稚園や小学校と交流す
ることで関係が深まった。

A

消防署の救急隊員に指導を仰
ぎ、心肺蘇生法や緊急時の対
応を学び普通救命講習終了証
Ⅲを取得することができた。

訓練を定期的に実施することで、
初期対応を学ぶことができた。今
後も関連機関との連携を強化し、
コミュニケーションを図り安全に努
めたい。
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（２）
研修 A

A

（３）
安全管理



大
項
目

中項目 小項目 目標及び具体的な評価項目 取組と成果 評価 総合評価 評価の理由 課題及び改善

①健康診断の立案
と実施（関係機関と
の連携）

保健所・自治体・園医との
連携を図る。

健康診断を行い、その結果に基
づいて園児の健康状態に関する
指導を受けた。

A

園医による健康診断と畿央大
学協力のスポーツテストを行
い、運動能力と体力との関連か
ら健康な体作りを進めた。

子どもたちが健康に留意しながら
生活できるよう、園医の指導によ
る安全生活を実現していきたい。

②家庭との連携
流行病や予防策などを園
だよりや保健だよりで伝え
る。

健康元気給食を提供する一方
で、予防策として日常的な手洗い
やうがい、消毒などを家庭に促
し、子どもたちの健康を守る取り
組みを行った。

A

流行病の情報や今後の対策な
どの情報発信を速やかに行
い、家庭と協力して安全対策を
行った。

コロナウイルス収束後も流行病に
関する情報について、保護者が
安心して対策ができるよう情報を
発信したい。

①地域との交流
家庭、地域との連携の機会
を計画し、実践する。

園庭の開放を積極的に実施し
た。また、市内の幼稚園・小学校
と連携し、絵本の読み聞かせや
鬼ごっこなど小学校接続に向け
た取り組みを進め交流を深めた。

A

市内小学校や幼稚園との交流
により友だちの輪が広がり、地
域の中で活動している実感が
もてた。

今後も、地域住民や市内小学校・
幼稚園児との関わりを進めること
で交流の機会を拡充していきた
い。

②ＰＴＡの活性化
本部役員、クラス役員、各ク
ラブとの連携を強化する。

PTA本部役員の方々においも
パーティを企画・運営していただ
き園児たちは大喜びであった。
PTAのクラブ活動やパンDAYも園
の行事として計画し、連携を強化
した。

A

本部役員、クラス委員が献身
的に活動をしていただいたお
かげで育友会と園が密接に連
携を深め、PTA活動が充実し
たものになった。今後も一緒に
活動を続けていきたい。

園の行事についての情報を保護
者に通知し、計画や準備を進め
ることで、連携がより一層深まるよ
う環境を整えたい。

③幼小・高大連携

市内幼稚園・小学校・奈良
学園と協力しながら、教育
実習やイベントを通じて連
携を深める。

市内幼稚園・小学校との交流会
や連絡会を設定した。
奈良文化高等学校から120名を
超える学生の幼稚園実習を受け
入れた。

A

各学校との事前の連絡会を実
施し、園児の連絡を密にした。
いろいろと情報共有を進めるこ
とができたか。

就学前の連絡会により園児の情
報を共有することができた。学生
の実習は年間を通じて多くの人
数が参加している。

④学校関係者評
価の実施

保護者アンケートの結果を
もとに学校関係者評価を実
施する。

保護者を対象に園の保育内容に
関するアンケートを実施し、その
結果をもとに育友会本部役員に
よる評価を行った。

A
園教育アンケー トの結果をもと
に、本園の改善点について指
摘していただいた。

保護者会や入園説明会で園の経
営方針を説明した。今後も、毎年
保護者アンケートを実施し、たくさ
んの意見をいただきたい。
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（５）
地域との

連携

A

A

（４）
保健管理
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中項目 小項目 目標及び具体的な評価項目 取組と成果 評価 総合評価 評価の理由 課題及び改善

①施設、設備の管
理

保育課程及び教育課程の
施設点検をこまめに行い、
不備をなくす。

日々、担任や学年で管理を徹底
し、安全点検や清掃活動を実施
している。事故がないよう日常の
点検を心がけている。

B

保育室を清潔に保ち、ふかふ
かの土づくりを実践し安全な環
境を心がけた。日々の点検に
取り組み安全を心がけている。

環境に対する美化意識を持ち、
毎日が安全に過ごせるよう日々の
点検に力を入れたい。

②遊具、用具の
活用と全体管理

新しい遊具の作製と遊具の
修理を行い、安全管理を徹
底する。

園児が遊びこむ遊具を作製し、
修理が必要な箇所が発見された
場合には、迅速に修繕作業を
行った。

B

教職員で日々点検を行い、業
者や園庭管理アドバイザーに
よる修繕を行っている。園児の
安全を考え修理・改修に努め
ている。

遊具使用中の見守りを職員が
行っている。けががないよう職員
が点検を行い毎日の安全性を保
ちたい。

①公文書の収受、
保管

公文書を種類別に分類し、
必要な時にすぐ取り出せる
状況を整える。

文書を種類別に分類して保管す
ることで、容易に参照できるように
なった。

A

ファイルを利用して細目ごとに
区別して分類することでり、誰
もが見つけやすい文書管理が
できたか。

サーバーに保存することで、誰も
が効率よく文書をさがし文書作成
や文書管理が行えるようになっ
た。

②公文書の作成
速やかに間違いなく作成を
行う。

期日を遵守し、間違いなく文書を
作成するよう対応を行った。

A
施設型給付費の請求など事務
処理を間違うことなく確実に進
めることができた。

今後も、認定こども園運営に関す
る作成書類について、自治体の
説明をうけ、正確に処理していき
たい。

③個人情報の管
理、保護

子ども、保護者、家族の情
報についての個人情報を
守っていきたい。

個人情報の管理においては、慎
重な対応が求められる。全ての教
職員が情報が漏れないように注
意を払った。

A

不特定多数が閲覧するホーム
ページでは、個人情報に注意
し、改良を重ねることができた
か。

PCデータにはパスワードをつけ
て、セキュリティ強化につながるよ
うに情報管理を徹底したい。

④情報の収集
園運営上必要となる情報を
積極的に収集する。

行事や未就園児対象行事終了
後に実施するアンケートの集計や
取材記事の掲載を迅速に行い、
情報を発信した。

A

バスキャッチシステムを導入す
ることによりスマートフォンでの
情報発信がよりスムーズになっ
た。

バスキャッチシステムに掲載する
情報が保護者のニーズに合って
いるか確認する。
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施設・設
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A


